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大津町の幼稚園、保育園、小学校、

中学校では、「育ちのステップ」を作

成し、子どもたちの発達段階に応じ

て、必要なことを示しています。 

家庭学習時間。小学生であれば、

学年×１０＋１０分。 

１年生なら２０分。６年生なら、

７０分。これくらいは、家庭学習が

必要であるということです。（学校が

ある日） 

家庭学習も、学校から出される宿

題をするだけでなく、学年に応じて、

自分で考えて行う学習も大切なもの

です。 

 

右の系統図は、小学校１年生から中

学校３年生までの家庭学習の９年間

の系統を示しています。 

本校でも、全児童に、家庭学習のめ

あて、学習する時間帯や場所を記入さ

せることで、主体的に家庭学習に取り

組む態度の育成を行っていきます。ま

た、学年が上がるにつれ、自分の課題

を見つけ、それに対する自主学習（自

学）への取組を行っていきます。 

先日の学級懇談会において、担任か

ら説明があったように、家庭学習への取組を、子どもたちが、自分でめあてを決め、計画

し、取り組んでいくようにしていきます。どうぞ、ご家庭でもご協力お願いします。 

夏休みは、絶好のチャンスです。子どもたちにも、十分な時間がありますので、生活リ

ズムを整え、家庭学習時間も、いつもよりは長くして、けじめある毎日を送る中で、計画

的に宿題や自学などに取り組ませていただきますようお願いいたします。 

大津町立大津東小学校 
校長 武藤 将司 

大津町教育委員会 幼保小中連携推進協議会 育ちのステップ（一部抜粋） 

家庭学習の９年間の系統（「熊本の学び」から抜粋） 



 

 

７月８、９日に５年生は、菊池少年自然の家で

宿泊教室を行いました。大津南小の５年生と合同

でした。あいにくの雨でしたが、室内での活動を

楽しく行うことができました。 

１日目は、入所式のあとに、館内でニジマス

つかみを行い、それを昼食でいただきました。

昼食後は、ガガとペタンク。活動班ごとに協力

して行いました。ガガは、仕切られたスペース

の中で行うドッジボール。ただし、ルールがあ

り、膝下に当たるとスペースから出ることにな

るゲームでした。最後まで残った人がいる

チームが勝ち。盛り上がりました。ペタン

クは、最初に投げられた黄色いボールの一

番近くにボールを寄せられた人がいるチー

ムが勝ち。近くにやっても、それがはじか

れる場面も。これも盛り上がりました。こ

の日の夜は、館内でナイトハイク（肝試

し）。館内は、真っ暗。叫び声がたくさん聞

かれ、とても怖そうでした。 

 

２日目は、チャレンジランキング。館内

に１８箇所設置されたそれぞれのゲームに

活動班でチャレンジするものでした。ペッ

トボトルに割り箸を入れるゲームや、スリ

ッパを飛ばすゲームなど、日頃できないゲ

ームを班で協力して行いました。 

菊池少年自然の家に到着したときから、

ずっと雨でしたが、館内での活動も大変充

実していました。大津南小５年生との交流

もたくさんできました。活動班での活動、部屋班での活動など、多くの場面で協力するこ

とができました。最初は、なかなか話すことができなかった子どもたちですが、共に活動

する中で、心を開き、たくさん話しもすることができました。学ぶことが大きかった宿泊

教室でした。 

ニジマスつかみの様子 

ガガを行っている様子 

ペタンクを行っている様子 


